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   インターロイキン-1 による神経細胞間シナプス形成の調節機構の解明 

研究の概要 

インターロイキン-1 (IL-1)受容体の共通サブユニット(IL-1RAcP)が神経細胞間のシナプス接着分

子としてシナプス形成を誘導することから、IL-1 がシナプス接着分子のコンポーネントとしてシナプ

ス結合を調節する可能性が示唆された。本研究では IL-1 による中枢シナプス形成の調節機構の

有無を明らかにし、脳高次機能発現の調節と神経発達障害の病態形成における IL-1の作用機序

を明らかにすることを目標とした。 

研究の成果 

X 線結晶構造解析より、興奮性シナプス形成を誘導する IL-1RAcP-PTPδ複合体の構造決定に

成功した。IL-1RAcP-PTPδ複合体における IL-1RAcP の結合面と IL-1RAcP-I 型 IL-1 受容体

（IL-1R1）-IL-1β複合体における IL-1RAcP の結合面にはオーバーラップはなく、PTPδと結合し

た IL-1RAcP に IL-1βと結合した IL-1R1 がアクセス出来ることが示された (Yamagata et al., 2015 

文献 2)。実際に、IL-1RAcP と PTPδとの結合は IL-1R1/IL-1β存在下で増加することが確認され

た。 
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